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研究成果の概要（和文）：リーマンショック後にブラジルに帰還した日本就労経験者の雇用状況と生活状況について、
ヒアリング調査をした。この他に帰還移民者を雇用する現地企業へのヒアリングから、日本就労の経験の内容が厳しく
吟味されており、評価されるような職種に就いていた者とそうでない者とで大きなチャンスの差が存在していることが
明らかになった。年齢が若い方が戻った場合も有利であると考えられがちであるが、このような考え方自体が日本的な
ものであり、ブラジルでは年齢よりも何ができるのかが厳密に評価されることで年齢ファクターがあまり効いていなく
、むしろ経験値を一定程度持つことが要求されることで年齢ファクターは若年層ほど不利になっていた。

研究成果の概要（英文）：An increase in the number of technical trainees, the hiring of foreign workers, 
and an increase in the number of high-skilled foreign workers are related to Japan’s aging society and a 
substantial decline in its working age population. Since these measures are linked with a decline in the 
working population, the number of foreigners allowed into Japan must exceed a certain level in order for 
it to exert any social impact. Thus, the Choice for the Future panel has raised the issue of foreign 
labor as one aspect of the country’s population policy.When it comes to policy implementation, however, 
an increase in the number of foreign workers to a meaningful level seems to be a daunting task. Any 
reasonable person would conclude that Japan needs foreign workers to function well, besides the 
discussion as to exactly how many such workers may be needed.
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１． 研究開始当初の背景 
 2008年秋のリーマンショックは世界同時不
況になったことが知られているが、日本の中
ではこの年の秋から急速に広がった「ハケン
切り」で知られている。文字通り、有期雇用
の非正規の労働者たちが大量に切られて社
会問題にまでなった。2008年年末から 2009
年年初にかけて年越し派遣村が政府の手に
よって作られていたことはまだ記憶に新し
い。 
 この時期、最も深刻な首切りを味わってい
たのは日系人労働者であった。政府もこのこ
とを理解していたため、2009 年 3 月から解
雇された労働者とその家族に渡航費を支給
して帰国を促す政策を行った。「失業した日
系人の帰国支援事業」である。こうした日系
人労働者に対する帰国を促す政策が行われ
たこともあって、ブラジル人の日本滞在者は
2008年をピークにその後大きく減り始めた。
2008年に32万6千人いたブラジル人は2014
年にはおよそ 18 万人にまで減少していたの
である。 
 ５，６年の極めて短期間のうちに滞在人口
が半分に減るような現象は欧米でもみられ
ない。日本のエスニックコミュニティは急速
に危機に瀕することになったのだ。日本のコ
ミュニティが存続の危機に直面していると
き、彼・彼女たちが帰国した先では何が起き
ているのか。このことを探ろうとしたのが本
研究の背景である。 
 
２．研究の目的 
 帰国したデカセギ経験者＝日本就労者が
自国に戻っても、ほとんどの者は大きな貯金
を持って帰っているわけではないことは分
かっていた。そのため、帰国したデカセギ就
労者たちは、帰国した後に何らかの就労先を
見つけなくては、帰国後の生活を維持するこ
とはできない。また、多くの者たちが家族連
れで帰国していた。帰国に当たっては単に職
業的な接続がどのように繋がるかだけでは
なく、子どもの教育が日本からブラジルに移
ってもスムースに移行できるかどうかに大
きく影響を与えることも分かっていた。 
 では、親世代はどのような職種にブラジル
に帰国後に就いているのか。そして、その職
種に就くに当たって日本での就労経験はど
のように機能しているのか。そして、まだ学
校に通っていた子どもたちは、どのように帰
国後の学校教育の中に入っていっているの
か。これらをあきらかにすることが本研究の
第一の目的である。 
 ただし、親世代にしろ、子世代にしろ、ス
ムースに移行ができるということを念頭に
置くことはできない。むしろ、移行は非常に
難しいものであるからこそ、帰国後に何らか
の支援を受けることによって職業にしろ、教
育にしろ接続がなされていると仮説を立て
た。この仮説のもとで、いかなる支援がブラ
ジルで行われているのかを発見し記述して

くることも本研究の目的の一つであった。 
 
３．研究の方法 
 帰国した元デカセギ労働者自身とその家
族に直接インタビュー調査をした。インタビ
ューは、①帰国前の日本滞在中に知り合い連
絡先を知っていた者、および②サンパウロに
ある県人会組織からの紹介を受けながら主
に進めた。また、①および②を通じてインタ
ビューを行った者に、地震が帰国後に連絡を
取り合っていたり、相談をしあったりしてい
る者を更に紹介をしてもらうというスノー
ボール方式を併用しつつサンプル数の獲得
に努めた。 
 さらに、③日本就労経験者を雇用している
ブラジル企業にもインタビューを行い、採用
の祭にどのようなところに注目しているの
か、日本での就労経験は採用の際のプラスの
材料になるのかならないのか、といったこと
を中心に聞き取り調査を行った。聞き取り調
査先は、ブラジル日本商工会議所に参加して
いる日本企業の現地法人企業、および個人イ
ンタビュー調査を受けてもらった者を雇用
している企業、さらにはサンパウロの日本領
事館に勤務する者の支援を受けて、デカセギ
就労経験者を雇用する企業を教えてもらっ
た。可能な限り連絡を取り、面会してもらえ
るところには人事労務担当者を聞き取り調
査対象者として企業調査を行った。 
 
４．研究成果 
 帰国したデカセギ経験者＝日本就労者が
自国で就労する際に、日本就労がプラスに作
用している者とそうでない者とが極端に分
かれていることを突き止めた。日本でライン
長や検査工といった職種に就いた経験のあ
る者は積極的に採用されていた。こうした者
たちにあっては収入も日本就労時点よりブ
ラジルでの方が高く、日本で 22 万円から 26
万円程度の給料をもらっていた者が、ブラジ
ルでは 40万円から 60万円の給与を受けてい
た。最も高い月額給与を受けていた者は 90
万円であった。このように、帰国した方が極
めて有利な雇用に就いている者がいたこと
は驚きであった。しかし、こうした有利な条
件で雇用されていた者は極めて少数であっ
た。 
 他方で、日本で様々な職種に就いていても、
任された仕事が単純作業であった場合には、
どれだけ多くの職種での経験があろうと日
本修郎の経験がほとんど評価されていなか
った。30 代、40 代の者の多くがサンパウロ
の最低賃金を若干上回る程度の給与額であ
った。この給与額では、一人暮らしであれば
生活をなんとか成り立たせることが可能で
あるが、家族を支えることはできない。その
ため、子どもを連れて帰国した多くの者が子
どもとは別れて単身でサンパウロ等の都市
部に居住し、子どもたちは祖父母や兄弟の住
む地方に預けて就労していた。 



 このように極めて対照的な様子になった
のも、すべては日本での就労がどのようなも
のであったのかに大きく依存していた。日本
での就労先が、労働者になるべく多くの職種
を経験をさせ多能工化させて働く場所で働
く経験を持っていたり、工場全体の仕事の仕
組みが分からないとできないような職種（検
査等）に就いたりしていた場合に、帰国後も
条件の良い職に就いていることが判明した。
そして、この者たちはブラジルの生産現場で
も、一般労働者を管理し、生産物のクオリテ
ィコントロールに関する職務に就いていた。
ブラジルではこれらの職種が、管理職に相当
する職務とカウントされていることもあっ
て、こうした職種で採用された場合には極め
て高い給与と様々なフリンジベネフィット
が保障されていた。 
 これらに比べると、帰国時点での年齢はあ
まりブラジルでの再就職に関係していなか
った。若くても評価されるような職種での経
験がなければ、条件の良い職種に就けていな
いし、反対に 50 代後半であっても評価され
るような職種の場合であれば良い職に就け
ていた。 
 また、日本での職務の経験以外では、学歴
要件は極めて強く帰国後の再就職可能性に
影響を与えていた。その中で、日本で獲得し
た学歴は、高等学校については高卒としてキ
ャリアが計測されていたが、日本の大学につ
いてはブラジルの大学、および欧米の大学を
出たものに比べてあまり評価されていなか
った。日本の高等教育のシステムがブラジル
のそれと大きく異なることがこのような結
果をもたらしているようであった。 
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